


【使用方法】下記を目安にお使い頂き、状況に合わせて加減してください。

散布回数 / 特記事項希釈の目安

◆野菜類

◆花き類

◆樹木類

◆作物類

◆芝　類

200～500倍

200～500倍

200～500倍

100～500倍

200～500倍
果菜類・葉菜類・根菜類など

花草・観葉植物・切花・サボテンなど

果実類・植木類・盆栽・茶など

稲類・雑穀類・豆類など

日本芝・西洋芝など

発芽時に１回、その後15～20日間隔で2回散布します。
（但し、甘藍など結球するものは、定植時と結球間際に各1回散布）

発芽時や成長初期に１回、
その後は15～20日間隔で2回程度散布します。

播種前にタネを希釈液に浸水（１～２時間）し、成長初期、又は
定植時に１回、その後20日間隔で１～２会程度散布します。

100㎡当り20～30　を散布。その後は同量を20日間隔で2回散布。
*植生密度の濃い品種は多い目に散布してください。

萌芽時1回、その後は20日間隔で2回散布します。
*果実類は萌芽時と開花直前・着実時・果実の肥大期に各１回散布。
*植木など大きく成長したものは濃い目に散布。

希釈 / 散布
・初回は少し濃い目に希釈して散布下さい。

・状況に応じて希釈倍率や散布回数を適宜調整
　してください。
・葉の裏表にまんべんなく散布して下さい。
・枕元（土壌）にも散布すると根より吸収されて
　より効果的です。
・他の薬剤との混合使用・併用使用も問題ありません。

・農産物(野菜・果実等)は収穫の48時間前(２日前)までに
　散布を終えてください。光による分解が非常に早い
　ので、長期にわたって残留する恐れがありません。

・展着剤は不要ですが、散布後８時間は
　水・雨などで流されないようにしてください。

特記事項 / 保管
・原液は約1年間効果は持続しますが、
　天然成分のため、散布場所・気候などの条件に
　よって多少の違いが生じる場合があります。

・無害ですが、天然オイル分がありますので、
　手やからだに付いた時、目に入ったときは
　水で洗い流してください。
　また飲用ではありません。

・天然成分のため植物によって効果に多少の差が
　見られます。遅効性の事例が多数ありますので、
　継続してご使用下さい。

・アザディラクチンの急性経口毒性LD50(㎎/体重㎏）
　は15,000㎎です。米国基準では最低毒性level.IV
　のランクに入ります。
　ちなみに、パラチオン(殺虫剤)9～13㎎、
　オルトラン(殺虫剤)360㎎、アスピリン(解熱剤)400㎎、
　食塩3,000㎎、砂糖9,000㎎です。

・直射日光を避けてキャップを閉め、
　常温で1年保存できます。


